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「　本書は佐久市教育委員会が、平成2 4年度に実施した普及啓発活動と埋蔵文化財調査の概要報告

書である。

2　本書の編集は小林が行い、埋蔵文化財調査の概要は、各調査担当が執筆した。

3　i ・ =章については平成25年度佐久市教育要覧の記載に準拠し、一部加筆をした。

4　本書に使用した1:与0′000の地図は、国土地理院長の承認を得て、佐久市が複製したものである。

佐久市の位置
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11埋蔵文化財事業

1　保護・保存

(1)記録保存

1概要

2発掘・整理調査

3整理調査

4試掘・立会調査

与出土遺物保存処理

6干哨〒図書

2　公開・普及

(1)第33回　少年考古学教室

(2)講座

(3)展示

1文化財諜章務所内展示室

2野沢会館ホール展示

(4)資料の利用と貸出

3　調査概要
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2大豆田遺跡iV

3野鳥窪遺跡Vi

4下金井遺跡

与宮の上遺跡∨
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6道常遺跡i「

7上大豆塚遺跡

4　調査報告

1深堀遺跡V音i

与　資料紹介

「墨書土鍋

2協和　山の神古墳群　第1号項の出土埴輪

3東城公人氏寄贈の長土呂字渋石工門1078表採遺物
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学校教育課

教育施設課

学校給食課

小　学　校

」

中　学　板

書　　　_

IV

庶務企画係

学　務　係

学校施設管理係

学校施設建築係

学校給食南部センター事業係

学校給食北部センター事業係

学校給食臼田センター事業係

学校給食浅科センター事業係

学校給食望月センター事業係

岩村田小学校

中佐都小学校

野沢小学校

泉小学校

佐久城山小学校

田口小学校

切原小学校

浅科小学校

平根小学校

高瀬小学校

岸野小学校

中込小学校

東小学校

青沼小学校

臼田小学校

望月小学校

浅間中学校　　野沢中学校

中込中学校　　東中学校

臼田中学校　　浅科中学校

望月中学校

生涯学習課

文化振興課

庶　務　係

生涯学習係

青少年係

文化振興係

文化施設係

化財保護係

公　民　館看賀喜公民館係

中央図書館看喜庶　務　係

近代美術館回書漢庶　務　係

生涯学習センター

コスモホール

鎌倉彫記念館

天体観測施設

臼田文化センター

交流文化館浅科

五郎兵衛記念館

天来記念館

望月歴史民族資料館

川村吾蔵記念館

佐久総合体育館
臼田総合運動公園管理センター

浅科多目的屋内運動場

望月総合体育館

望月町誌編纂室

旧中込学校

浅間地区館

野沢地区館

中込地区館

東地区館

臼田地区館

浅科地区館

望月地区館

中込図書館

臼田図書館

浅科図書館

望月図書館

サングリモ
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神津一明　久保浩一郎　林幸彦(嘱託)

佐久市文化財保護審議会
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●国史跡龍岡城跡保存管理計画策定委員会

宮本長二郎

五味盛重
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1　国・県・市指定文化財

佐久市内には、指定文化財が172件(国指定15件、

県指定24件、市指定133件)、国登録有形文化財

が3件存在します。

以下にその内容を一覧表記します。

●国指定文化財一覧表

轟要文化財

史　　　跡

史　　　跡

重要文化財

重要文化財

重要文化財

賢妻文化財

董要文化財

重要文化財

重要文化財

重要文化財

重要無形民俗文化財

天然記念物

(⊃県指定文化財一覧表

16 県　　　宝

県　　　宝

腫申込学校校舎(附建築文藩3点)

旧中込学校

藤岡城跡

紙本着色一遍上人絵伝　巻第二

紙本曇蓄鶴岡上人自箋仮名消息

駒形神社本殿(附　標札4枚)

鉄　鐘

新海三社神社三重塔

新海三社神社東本社

六地蔵憧

高良社(旧八幡神社本殿)

福王寺の木造阿弥陀如来坐像

輿山家住宅

跡部の踊り念仏
岩村閏とカリゴケ産地

蕉　喜藤芙護憲半捌俺像
県　　宝冒前半寺三重塔

県　　　宝

県　　　宝

県　　　宝

県　　　宝

貞禅寺惣門及び山門

井出家座敷
上官寺梵鐘

鋳鋼箔鍍金花瓶

金剛力士像
安養寺の木造伝法燈国師坐像

無形民俗文化財　冒湯原神社式三番

史　　　跡

天然記念物

天然記念物
天然記念物

平賀氏城跡

大井城跡(王城・黒岩城)
五郎兵衛用水跡

桂城のケヤギ
広川原の洞穴群

冨臼田トンネル産の古型マンモス化石

国指定重要文化財旧申込学校

野　沢

野　沢

塚　原

跡　部

田　口

閏　鰭

入　沢

蓬　田

協　和

跡　部

岩村田

岩村田

瀬　戸

根々井
安　原

1基　昌　前　山

鞘冨
1日　昌

2体

1体

1つ

l基

1ヶ所

1ヶ所

1基

1ヶ所

1ヶ所

2ヶ所

1路

1本

1 1穴9池

49点

臼　田

田　口

金台寺

金台寺

駒形神社

藤沢平治

新海三社神社

新海三社神社

佐久市
八幡神社

福王寺

裏山純子

跡部踊り念仏保存会

佐久市

西念寺

寺尾文孝
正法寺

安養寺

貞禅寺

安養寺

貞禅寺

井出　温

上官寺

弥勒寺
上官寺

野　沢

根々井
岩村田

鳴　瀬

大伴神社・佐久市
正法寺

龍雲寺

個人39人

莞村即諾駕公
望月・浅科

岩村田
田　口

佐久市・国土交通省

S44.3.12

S44.4.12

S9.5.1

S9工30

S9工30

S24.5.30

S52.6.11

M40.8.28

S12.7.29

S36.3.23

S17.12.22

S25,8.29

S48.6.2

H12.12.27

TlO.3.3

S44.5.15

S63.3.24

H4.9.10

H6.8.15

H15.4.21

S50.7.21

S52.3.31

S61.3.27

H21.4.20

H22.10.19

S56.2.2

S37.7.12

S40,4.30

S40.7.29

S44.10.2

S46.5.27

S46.5.27

S46.5.27

S58.12.26

荒宿十二社　　　　　圭S61.3.27

禅昌寺・市川栄三郎　畠1.3.29

H25.3.25

1
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屋亥房を衡各務老フ

●市指定文化財一覧表1

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財
有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財
有形文化財

有形文化財
有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財
有形文化財

有形文化財

金台寺の鉦

竹田の鉦(一)

竹田の鉦(二)

平賀村中善寺大般若経

下桜井村寛永の五人紐帳

永禄十一年上原筑前御恩御検地帳

平尾大社本殿

取出町百番観音

桃源院木造地蔵菩薩坐像

大沢村旧長命寺仁王堂應永在銘石柱

暦應在銘板碑

寵雲寺の中世文書

安養寺の中世文書

上直路遺跡出土遺物

東一本柳古墳出土遺物

北西ノ久保遺跡出土の埴輪

周防畑B遺跡出土遺物

中道遺跡出土遺物

瀧ノ峯古墳群出土遺物

後沢遺跡出土遺物

大井法華堂修験関係文書
木造愛染明王坐像および脇侍木造両界大部口来坐像

旧大沢小学校
倉沢薬師堂(附　宮殿、石造薬師如来立像、病舎由雄自筆率網俳額)

岩村田若宮神社祇園社神輿

正法事多層塔

相沢寺仏画

田野口藩陣屋日詰

湯原神社青銅鰐口

大宮諏訪神社青銅鰐口

信濃奇勝録版木

滝秩父札所観音石仏

水落観音町石石仏

相沢寺平鉦

弥勒寺板碑

医王寺板碑

御魂代石

若水秩父札所観音木像

大宮諏訪神社石橋

解体人形

磨崖石仏群

姫の石像

大日宝塔
丸山家中世古文書
新海三社神社中世古文書

小太刀古狐丸

地獄極楽図

入沢焼茶壷
物部の鋼印

蕨手刀

鋒帯真

山宮家中世古文書

龍岡藩高札場

日影堂百番観音木像

吉祥寺山門
薬師堂薬師三尊像

泉龍院浬柴図

磨慶喜面金剛

岩村田

志　賀

大　沢

前　山

岩村田

植々井
臼　田

湯　原

入　沢

臼　田

湯　原

田　口

臼　田

臼　田

臼　田

田　口

平　林

入　沢

田　口

三　分

下小田切
三　分

間　日

田　日

大　沢

臼　田

清　川

入　沢

入　沢

中小田切
田　口

2

金台寺

工藤光害

工藤文武

中書寺

臼田繁雄

柳沢　譲

平尾大社

取出町区
桃源院

長命寺

正楽寺

寵雲寺

安養寺
佐久市

佐久市

佐久市

佐久市

佐久市

佐久市

佐久市

大井道也

法禅寺

佐久市

貞禅寺

荒宿区

正法事

相沢寺

佐久市

湯原神社

大宮諏訪神社

井出東征
湯原区

水落山観音院

相沢寺

弥勒寺

医王寺

新海三社神社

若水区

大宮諏訪神社

小林美和子
三分区

下小田切区

遍照寺

丸山横太
新海三社神社

日向廃部

弥勒寺

佐久市
上原政彦

佐久市

佐久市

山宮博子

佐久市

医王寺

吉祥寺

日向一族

泉龍院
大工原一彦

S46.10.1

S46.10.1

S46.10.1

S49.12.1

S49.12.1

S49.12.1

S49.12.1

S49.12.1

S49.12.1

S54.9.25

S57.3.1

S62.10.20

S62.10.20

S62.10.20

S62.10.20

S62.10.20

S62.10.20

S62.10.20

S62.10,20

S62.10.20

Hl.11.6

Hl.11.6

H8.6.6

HlO.4,30

H24.6.28

HlO.12.28

S48.3.10

S50.1 1.22

S52.3.31

S52.3.31

S52.3.31

S53.2.17

S53.2.17

S54.3.31

S54.3.31

S54.3.31

S55.3,31

S55.3.31

S57.4.1

S57.4.1

S58.3.25

S58.3.25

S58.3.25

S58.3.25

S58.3.25

S60.3.28

S62.3.25

S63.4.18

H5.7.1

H5.7.1

H5.7.1

H8.5.1

H9.4.1

H9.4.1

HlO.4.1

HlO.4.1

H12.3.27

H14.3.6

巻

　

　

　

　

休

日

日

日

0

冊

冊

棟

0

体

l

 

l

　

1

　

0

　

1

　

2

　

1

　

0

　

1

柱
基
彊
点
描
指
揮
括
指
括
括

1

1

3

7

一

一

一

一

一

一

一

平

出

　

　

　

　

村

野
根
根
平
桜
瀬
上
取
鳴
大
中
岩
安

尾
町
瀬
沢
込
田
原

田
曲
目
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有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財
有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財
有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財
無形民俗文化財

無形民俗文化財

無形民俗文化財

無形民俗文化財

無形民俗文化財

無形民俗文化財

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

跡

新海三社神社中本社・西本社

大宮諏訪神社本殿
三条神社本殿

矢島の五輪塔

五輪塔群

山の神石詞

石仏十王像

矢島道粗神
長念寺の木造阿弥陀如来立像及び胎内文書

八幡神社の算額

八幡神社の瑞垣門

八幡神社の随身門

八幡神社の本殿

百番観音石仏群

市川家の石造大日如来

威光院の石造庚申塔

城光院の石造十王像

威光院の石造宝簾印塔

万治の石造大日如来

福王寺の石造庚申塔

福王寺の木造日光菩薩立像

福王寺の木造月光菩薩立像

福王寺の木造雨宝童子立像

福王寺の木造毘沙門天立像

月輪寺跡の石造笠塔婆

天神の元禄の石造双体道裡神

大布施の石造片手合掌双体道祖神

牧布施の石造庚申塔

不動明王立像

岩村田祇園におけるお船様祭り

鳥追い祭り

岩下の踊り念仏
根神社の式三番斐

榊祭

春日本郷地区道祖神祭り

大橋禅師墓碑

鵜縄沢端一里塚束塚

安原大塚古墳

北西ノ久保の石造塔婆群

正楽院の供養塔

前山城跡

瀧ノ峯古墳詳

後沢遺跡

蛇塚古墳

幸神古墳群
西の窪1 9号古墳

塩名田本陣跡

御馬寄古城跡
土合一号古墳

火の雨塚古墳

虚空蔵のろし台跡

舟つなぎ石

野馬除け柵跡

中山道一里塚跡

八幡宿本陣跡

兜山古墳

下吹上遺跡

中山道

1つ

1つ

1つ

1つ

1つ

1つ

1基

1基

1基

1群

1基

1ヶ所

4基

1ヶ所

1基

4基

1基

1棟

1ヶ所

1基

1基

1ヶ所

1

数ヶ所
1ヶ所

1ヶ所

2基

1ヶ所

入　沢

矢　島

塩名田

御馬寄

御馬寄

矢　島

甲

幡

幡

幡

幡

日

施

月

月

月

和

和

和

和

和

和

内

和

施

施

春　日

岩村田

甲

春　日

春　日

望　月

春　日

内　山

岩村田

安　原

岩村田

平　賀

前　山

根　岸

小宮山

臼　田

田　口

入　沢

塩名田

御馬寄

甲

桑　山

矢　島

塩名田

御牧原

甲

八　幡

八幡・蓬田

協　和

布施・等角・茂固持

新海三社神社

大宮諏訪神社

三条区

宝泉寺

塩名田区

御馬寄区

御馬寄区

矢島区

長念寺

八幡神社

八幡神社

八幡神社

八幡神社

飯塚宗治

市川　豊

城光院

城光院

賊光院

比田井良嗣

福王寺

福王寺

福王寺

福王寺

福王寺
印内区
天神区

入布施区

政布施区
蓮華寺

荒宿区

鳥追い祭り保存会

岩下踊り念仏保存会
根神社式三番斐保存会

望月区
春日本郷地区

正安寺

関口芳幸

英多神社

信州短期大学

長福寺
個人1 1人

個人6名

佐久市

佐久市

新海三社神社

桜井やす

丸山良一

山浦幸之助外
金箱　保

寺尾福丸
八幡神社

国土交通省

個人所有

山本武広
小松勇夫

依田　仁

佐久市

佐久市

H14.3.6

H15.3.6

H15.3.6

S25.12.1

S47.8.1

S56.8.1

S56.8.1

S62.10.1

H9.2.20

H9.2.20

H9.2.20

H9.2.20

H9.2.20

S61.9.10

S61.9.10

S61.9.10

S61.9.10

S61.9.10

S61.9.10

S61.9.10

S61.9.10

S61,9,10

S61.9.10

S61.9.10

S61.9.10

S61.9.10

S61.9,10

S61.9,10

H20.6.13

S58.9.1

H9.2.20

S61.9.10

S61.9.10

S61.9.10

HlO.2.20

S45.10.1

S45.10.1

S45.10.1

S49.12.1

S49.12.1

S56.4.23

S62.10.20

S62.10.20

S47.5.5

S47.5.5

S47.5.5

S25,12.1

S25.12.1

S25.12.1

S25.12.1

S25.12.1

S25.12.1

S35.8.15

H9.2.20

H9.2.20

H16.11.24

S61.9.10

S61.9.10

3

9
8
9
9
1
0
。
皿
1
0
2
1
0
3
1
0
4
1
0
5
1
0
6
1
0
7
1
0
8
1
0
9
…
…
…
1
 
1
3
…
1
 
1
5
…
1
 
1
7
1
 
1
8
1
 
1
9
1
2
。
1
2
1
1
 
2
2
1
2
3
1
 
2
4
1
2
5
1
2
6
1
2
7
1
2
8
1
2
9
1
3
。
1
3
1
1
3
2
1
3
3
1
3
4
1
3
5
1
3
6
1
3
7
1
3
8
1
3
9
1
4
。
因
1
4
2
1
4
3
1
4
4
1
4
5
1
4
6
1
4
7
1
4
8
1
4
9
1
 
5
。
皿
1
5
2
1
 
5
3
朋
購

史
史
史
史
史
史
史
史
史
史
吏
史
史
史
史
史
史
史
史
史
史
史
史

跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡

棟
棟

2

　

1

棟
基
鞘
基
尊
基
体
面
横
様
棟
0
体
基
噌
基
体
基
体
体
体
体
基
体
体
基
体

1

　

1

　

1

　

1

　

5

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

0

　

1

　

1

　

　

　

4

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

H
‖
‖
岬

l

八
八
八
八
春
布
望
望
望
協
協
協
協
協
協
印
協
布
布
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●市指定文化財一覧表3

史　　　跡

名　　　勝

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然話念物

天然記念物

天然話念物

天然記念物

天然話念物

天然記念物

天然語念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然話念物

王塚古墳

較月原

白山神社イチイの古樹

野沢町の女男木

チョウゲンボウ

お神明の三本松

入沢風穴

キレハエビラシダ

黒沢家　コナラ

児落場峠天然カラマツ

関所破りの桜
勝手神社のケヤギの木

山の神のコナラ鞘

小野山家のエドヒガン

蓮華寺のスギ

大井家のエドヒガン

福王寺のヒイラギ

㊨国登録有形文化財一覧表

建　造　物

建　造　物

建　造　物

武重本家酒造及び武童家住宅

市川家住宅主屋と土蔵

佐藤家住宅主屋　他7件

2　普及・公開

(1)国史跡・重要文化財　旧中込学校及び資料館

開館日数-309日

入館者数- 7,566人

開校記念事業実施鵜9/30

平成21年度において実施した旧中込学校校舎の

保有耐震性能調査、耐震基礎診断結果を基に耐震補

強工事の実施方法等を検討し、老朽化部分の補修と

併せて保存整備を図る。

目中込学校付属資料館

4

協　和

小田井

常　和

野　沢

伴野・鳴瀬

上小田切

入　沢

上小田切

湯　原

入　沢

甲

御馬寄

春　日

春　日

春　日

協　和

協　和

比田井区

佐久市

白山神社

大伴神社

上小田切西区

三石嗣佳

上小田切区

黒沢家

佐久市

市川恒世

勝手神社

春日財産区
小野山駿青

蓮華寺

大井誉敬

福王寺

赫藩灘= ‖瀦鷺藷

武重徳衛

市川平八郎

佐藤正臣

S61.9.10

S53.2.1

S45.10.1

S46.10.1

S53.2.1

S47.5.5

S48.3.10

S63,11.21

H16.2.13

H16.2.13

S44.5.15

H15.10.30

H9.3.14

H9.3.14

H9.3.14

H9.3.14

H9.3.14

H12.4.21

H17.6.17

H23.10.28

ガソリンカー・蒸気機関車

(2)ガソリンカー及び蒸気機関車(見学無料)

旧中込学校付属資料館南隣りに公開展示

○ガソリンカー「キホハニ56号」

JR小海線の前身佐久鉄道で昭和5年から県下で初

めて使用され、第2次世界大戦まで活躍した。

○蒸気機関車「Sし:C56 101号」

C56型蒸気機関車は、昭和10年にC12型の改良

型として164両が製造され、全長14.3m、高さ3.9

mで出力505馬力・最高速度75 km/hの性能で

した。小海線を走るC56型蒸気機関車は、昭和10

年小海線全線開通とともに配置され、以後「高原の

ポニー(仔馬)」と呼ばれ人々に親しまれたが、昭和

47年12月に鉄路よりその姿を消しました。



(3)島崎藤村旧宅(前山貞禅寺敷地内)

公開日数- 149目

4月下旬から11月上旬(11月中旬から4月中旬

は閉館)まで公開。

観覧者　-1,867人

藤村(本名:春樹1872へ1943)が、 1899年(明

治32年) 4月中講義塾教師として小諸へ赴任して

きてから1905年(明治38年) 4月岡教師を辞す

るまでの6年間をこの家で過ごした。

この家は、大正9年、本間邸の一部として佐久市

前山南に移転されたが、藤村生誕100年を迎えた

1972年(昭和47年)、本間氏をはじめ諸方面の理

解と協力に基づき、昭和48年から49年に解体復元

工事を行い、現在に至る。

(4)国史跡　龍岡城跡

この城を築いたのは、大給松平最後の11代目藩

主松平乗誤。乗誤の松平家は家康より5代前の親忠

の時に分家した徳川の一族で大給松平といわれた。

代々三河の奥殿(愛知県岡崎市)に本領を置き、奥

殿に4千石の領地のほか、摂津、河内、丹波の3カ

国に1万2千石を持っていた。宝永元年(1704) 3

カ国の1万2千石が信州佐久に移され、以来160年

間、佐久には陣屋を置いて統治していた。

文久2年(1862)幕府は参勤交代制の緩和政策を

とり、妻子は帰国させることにした。当時の情勢は、

薩長を中心とする幕府打倒の動きから東海道に面し

た三河・奥殿藩のような小藩は両勢力の対立の中で

は危険が多く、家族を国元に帰すには奥殿より佐久

の方が安全であること等から信州への本領替えを決

意した。

文久3年本領替えの許可がおり、翌元治元年

(1864)着工、足掛け4年、慶応3年(1867)に新

陣屋五稜郭は完成した。

藩主乗誤は学才識見ともにすぐれた英主で、幕府

の陸軍奉公、老中格、陸軍総裁などの要職につき、

開国論者であり洋学に詳しく、練兵は他藩に先んじ

てフランス式を採用していた。

このため築城にあたっては、フランスのボーバン

元帥が考案したといわれる星形稜壁の洋式築城法で

築城された。石垣工事には、洋式築城に経験のある

高遠藩から棟梁と石工60人を招いた。日本で最後

に完成した城で、函館五稜郭とともに日本に二つし

かない五つの角をもつ星形稜壁の洋式の城である。

明治4年、廃藩とともに新陣屋五稜郭の土地・建

物はほとんど処分された。大広間、書院、束通用門、

薬医門は買い取られて市内に残っている。御台所だ

けは引き取り手がなく、明治5年学制発布により、

学校としての使用申請が認められたため、唯一の遺

構として残された。明治8年から学校として内部を

改造して使用され、昭和4年現在地に移され、昭和

35、 36年にわたり半解体復元工事が行われた。堀

はもとの持ち主に返されたが、いつしか埋められ畑

に変わって桑の木が一面に植えられた。 (明治30年

頃のこと) 1932年(昭和7年)、堀をもう一度掘

り起こそうと旧田口村の人たちが村をあげて復元に

とりかかり、昭和8年、堀はもとの姿を取り戻し、

翌昭和9年、文部省から史跡に指定された。

・龍岡城跡保存管理計画の策定

今後、国史跡龍岡城跡を適切に保存・管理し、具

体的方針を示して活用していくことを目的として、

次世代へ確実に引き継ぐために龍岡城跡保存管理計

画を策定した。 (計画策定年度:平成23年度一24

年度)

(与)撮影・掲載

文化財の撮影・掲載(放映を含む)は、旧中込学校、

龍岡城跡を中心に26件ありました。

う　望月町議編纂事業

望月地域の自然、民俗、歴史等の事実を明らかにし、

記録として後世に残すため、望月町誌全5巻と別巻

2冊の刊行が終了しました。平成23年度一25年度

は、編纂事業の過程で収集した資料の公開整備と資

料目録を発刊します。

与
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●平成24年度　文化財　撮影・掲載一覧表

龍岡城跡写真

旧中込学校写真

龍岡城跡空撮写真

龍岡城跡・旧中込学校の写

真及び情報

龍岡城跡お台所内展示物6

点の写真

旧中込学校・龍岡城跡及び

お台所内部の撮影及び放映

藤村旧宅写真

臼田トンネル産古型マンモ

ス化石の写真

旧中込学校の写真撮影・掲載

龍岡城跡撮影・放映

紙本着色一遍上人絵伝　巻

第二の写真

田野口藩陣屋日記享保10年正

月11日条、安永9年3月18日・

6月20日の条の掲載

佐久市の文化財掲載の貞禅

寺惣門及び山門の写真

平成24年1月3日開催

鳥追い祭り(広報広聴課撮

影)の写真

旧中込学校の写真及て到電報

旧中込学校の写真及び情報

旧中込学校リーフレット掲

載内容

柳沢文眞　稲田養鯉図の写真

島崎藤村旧宅・旧中込学校

の写真及び情報

佐久市の文化財掲載新海三社

神社三重塔・東本社・井出家

座敷・上官寺梵鐘・金剛力士象・

広河原の洞穴群写真

龍岡城跡の写真及び膚報

龍岡城の桜写真

旧中込学校の写真及び情報

旧中込学校の写真

田口小学校(龍岡城跡)全景写真

(有)交通新聞社

(有)ハマユ

(株)碧水社

昭文社

松岡利郎

国際放映(株)

ジーグレイプ(株)

八十二文化財団

(株)フォト信州

(有)キャップストーン

(株)ベネッセコーポレーション

橋本鶴人

長野県教育委員会

(株)東信ジャーナル

(株)エディトルーム・カノン

(株)エディトルーム・カノン

(株)交通新聞社

(株)まちなみカントlノ臆プレス

(株)第一アドシステム

臼田支所経済建設課長

(株)第一アドシステム

(株)長野こまち

外注ライター　室あゆみ

クエストルーム(株)

(株)K&B

パブリッシャーズ

国土地理院
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写真撮影・ JR時刻表6月号に写真掲載

「背景ビジュアル資料」別冊保存版

「明治・大正・昭和の洋館」に掲載

「戦国武将と名城の知略と畳と呪

いの秘話」に掲載

マップルに掲載

「愛城研報告」 6号に掲載

BS朝日「鉄道・絶景の旅」 ~小

海線編へで放映

「文豪の家」に掲載

八十二文化財団文化財情報に登録

「信州の洋館」に掲載

テレビ東京「所さんの学校では教えて

くれないそこんトコロ!」で放映

中学生向け通信教育教材に掲載

東京都部落解放研究所「解放研究」

第26号に活字掲載するため

長野県指定文化財調査報告書

に掲載

読売新聞折り込み

「おらはよみうり」に掲載

昭文社「たびまる信州」に掲載

昭文社「マップルマガジン信州

2014」に掲載

交通新聞2013年4月24日ミュ

ージアムに掲載

KURA3月号掲載

るるぶ親光データベースに掲載

市観光案内板作成

るるぶ観光データベースに掲載

「長野こまち」 5月号掲載

昭文社「マップル軽井沢’14」に掲載

昭文社「まっぶるマガジン　ベス

トドライブ信州」に掲載

地図と測量の科学館　企画展「み

んな地図と仲良くなろう」展示パ

ネルに使用

平成24年4月4日撮影

平成24年7月24目撮影

平成24年9月26日撮影

平成24年10月14日撮影



1保護農保存鰭己録保存)

(1)概要

国民共有の財産であると同時に、地域の歴史と文

化に根ざした歴史的遺産である埋蔵文化財の保護・

保存及び調査・研究を行い、その成果を出土品の展

示や説明会・少年考古学教室の開催、歴史講座の実

施等を通じて広く公開することにより、市民の文化

財に対する理解を深めるとともに、文化財愛護精神

の高揚を図ります。

埋蔵文化財は、文化財保護法で「土地に埋蔵され

ている文化財」と定義されており、文化財の種類で

はなく、文化財の存在する状態を意味し、一般的に、

⑪
「遺跡」と呼ばれているものです。埋蔵文化財は、歴

史的文化の解明に欠かせない貴重を財産です。

市内で現在周知されている遺跡数は、

①集落址、遺物散布地等　　　855箇所

②城館跡　　　　　　　　　　　96箇所

③古墳、横穴、塚　　　　　　219箇所

の合計1,170箇所ですが、今後山間部や水田下など

から、新たに遺跡が発見される可能性があります。

平成24年度は受託事業12件、市関係7件、国庫

補助による試掘40件、立会53件、本調査1件の計

1 13件の記録保存調査を実施しました。

(2)発掘調査・整理調査

1

2

3

4

5

6

7

南近津遺跡Ⅲ他

大豆田遺跡Ⅳ

野馬窪遺跡Ⅵ

下金井遺跡

宮の上遺跡V
道営遺跡Ⅱ

上大豆塚遺跡

(3)整理調査

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

剛

12

13

14

宮浦遺跡群他

井戸尻遺跡他

束一本柳遺跡Ⅱ

西近津遺跡Ⅲ・Ⅳ・V
龍岡城跡Ⅲ

野馬窪遺跡V

和田上遺跡Ⅱ他
中堰遺跡

中道遺跡Ⅲ

西近津遺跡Ⅷ

西近津遺跡Ⅸ
上聖端遺跡Ⅱ

市内遺跡
年報

7,600n壬

15,132壷

472壷

1,358壷

190壷

120壷

150壷

伴野他

鳴瀬・塩名田
岩村団

長土呂
田　口

猿久保

瀬戸他

平　賀

前　山

長土呂

長土呂

長土呂
市　内

市　内

長土呂

長土呂

猿久保

小田井

横　和

長土呂

長土呂

土地区画整理

小学校建設

市道改良
宅地造成

工場建設

宅地造成

宅地造成

道路改良

市道改良
公営住宅整備

市道改良

史跡整備事業

移動無線基地局建設
佐久リサーチパーク供給線新設

特別養護老人ホーム建設

移動無線基地局建設

集合住宅建設

集合住宅建設

社屋等建設

弥生時代後期から中世の集落跡

弥生時代後期から中世の集落跡

古墳時代から平安時代の集落跡

古墳時代の集落跡

平安時代の集落跡

古墳時代から中世の集落跡

弥生時代の集落跡

弥生時代後期から中世の集落跡

弥生時代後期の集落跡
弥生時代後期の環濠

弥生時代後期から平安時代の集落跡

近世の城郭

平安時代の集落跡

縄文時代後期から平安時代の集落跡

弥生時代後期から平安時代の集落跡

弥生時代後期の集落跡

縄文時代中期から平安時代の集落跡

弥生時代後期から古墳時代の集落跡

奈良時代の集落跡

平成23年度の試掘・立会調査
平成23年度の発掘調査

第203集

第204集

第206集

第202集

第205集

第207集

第207週

第211集

第212集
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(4)試掘・立会調査

4

5

6

7

8

9

10

聞

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

岩村田遺跡群

岩村田遺跡詳

枇杷坂遺跡群

野馬窪遺跡群

野馬窪遺跡群

猿久保屋敷添遺跡

周防畑遺跡群

松の木遺跡

上砂田遺跡

松の木遺跡

野馬窪遺跡群

岩村田遺跡群

岩村田遺跡群

栗毛坂遺跡群

前田遺跡群

枇杷坂遺跡群

常田層屋敷遺跡詳

枇杷坂遺跡離

宮の前遺跡

枇杷坂遺跡群

周防畑遺跡群

枇杷坂遺跡群

丸山遺跡

周防畑遺跡群

宮の上遺跡詳

上砂田遺跡

大塚遺跡群

周防畑遺跡群

望月城跡

岩村田遺跡詳

周防畑遺跡群

白拍子遺跡詳

寄塚遺跡群

猫久保遺跡群

常田居屋敷遺跡詳

深堀遺跡群

中道遺跡詳

枇杷坂遺跡群

常田居屋敷遺跡群

西裏遺跡群

塚原屋敷添遺跡

岩村田

岩村田

岩村田

猿久保

猿久保

猿久保

長土呂

岩村田

岩村田

猿久保

岩村田

岩村田

岩村田

塚　原

岩村田

常　田

佐久平駅東

下平尾

佐久平駅南

長土呂

岩村田

下小田切

長土呂

横　和

岩村田

中　込

長土呂

望　月

岩村田

長土呂

取出町

横　和

安　原

長土呂

瀬　戸

前　山

岩村田

塚　原

大　沢

塚　原

積水ハウス㈱

加藤英機

社会福祉法人

小諸青葉会

佐久市

佐久市

中村伊勢雄

㈱ケンショウ

佐久市立国保

浅間総合病院

長野都市ガス㈱

佐久市

重田一太郎

隅田潤・俊子

江元茂人

㈱ローソン

長野県

㈱井出コーポレーション

㈱本久ホールディングス

㈱さくら医研

佐久市

土屋良子

井出雅男

佐久広域連合

佐久市

㈱シナノ

JA佐久浅間

㈱アメック

佐久市

㈲マイティー長野

ソフトバンク

モバイル㈱

清原炎

角田毅

森住利

(株)エヌ・ティ・ティ・

ドコモ

中嶋拓也

(有)田園不動産

(株)田

(有)信濃土地開発

井出雅男

須注建設工業(株)

(株)ホンダカーズ長野中央

長野県佐久建設事務所

宅地造成

個人住宅

福祉施設

武道館

多目的運動場

研修センター

集合住宅

倉庫

保育所

事務所・店舗・

倉庫

道路

個人住宅

個人住宅

集合住宅

店舗

学校

宅地造成

店舗

介護施設

公園造成

集合住宅

集合住宅

消防署庁舎

斎場施設

工場

宅地造成

道路

宅地造成

無線基地局

集合住宅

宅地造成

個人住宅

無線基地局

個人住宅

宅地造成

宅地造成

宅地造成

集合住宅

宅地造成

事務所・工場

道路

43.20

35.28

160.20

1工96.00

2,432.00

86.40

88.00

58.40

500.00

334.00

29.70

40.60

174.00

278.00

450.00

279.9.0

326.20

221.00

105.60

36.00

167.70

488.00

283.20

414.00

276.00

51.20

415.50

19.60

19.60

86.00

31.20

7.20

15.00

375.50

226.80

100.00

172.80

352.80

112.00

8.00

5,969.54

406.47

704.02

38,242.00

1 3,000.00

446.94

1,566.72

856.00

2,556.00

13,347.00

304.00

783.56

l,079.00

2,315.28

2,069.00

2,329.00

2,476.88

1,488.08

27,379.06

244.80

820.00

3,292.76

15,247.00

1,234.00

1,741.00

8,000.00

9,629.00

343.00

146.09

1,204.00

434.11

38.70

400.78

4,961.20

1,789.73

1,537.00

1,042.21

2,271.00

2,623.25

226.90

H24.4.17

H24.4.26

H24.4.24

H24.7.9へ13

H24.7.9へ26

H24.5.16

H24.5.14

H24.7.5

H24.5.21 ・ 22

H24.7.9へ11

H24.6.25

H24.7.3

H24.7,31

H24.8.22

H24.7.3

H24.8.27 ・ 28

H24.8.23・24

H24.8.30

H24.9.3

H24.9.19

H24.11.20

H24.11.8・9

H24.11.27 ・ 28

H24.11.5

H24.10.31 ・ 11.1

H24.11.29

H24.12.4 ・ 5

H24.12.6

H24.12.10

H25.1.17

H24.12,18

H24.12.21

H25.1.7

H25.2.19へ21

H25.1.18

H25.1.24

H25.3.18・ 19

H25.3.21

H25.3.7

H25.2.25
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⑪

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

倉澤遺跡

田中島遺跡

松の木遺跡

深堀遺跡群

権現山遺跡群

岩村田遺跡群

池田遺跡

大塚遺跡群

新小路遺跡

宮の前遺跡

五庵遺跡・龍岡城跡

樋村遺跡

郷源氏遺跡

岩村田遺跡離

大塚遺跡群

三分遺跡詳

西一里塚遺跡群

近津遺跡辞

常田居屋敷遺跡群

龍岡城跡

原遺跡・山崎遺跡

上向在家遺跡群

前久保遺跡

西妻神遺跡

周防畑遺跡群

前堀遺跡

志賀神明の木遺跡

白拍子遺跡詳

野沢城跡
一之原A遺跡

小山崎遺跡群

光明寺遺跡

白岩城跡

栗毛坂遺跡群

長上呂遺跡群

周防畑遺跡群

深堀遺跡群

梨子木遺跡

上砂田遺跡・枇杷坂遺跡群

野沢城跡

仁束餅遺跡

西一里塚遺跡群

西村中遺跡

山梨A遺跡・駒込遺跡

今井宮の前遺跡

尾垂遺跡

大奈良遺跡・原遺跡

寄塚遺跡群

根々井居屋敷遺跡

岩尾城跡

前　山

御馬寄

岩村田

瀬　戸

八　幡

岩村田

茂田井

申　込

春　日

塚　原

田　口

平　賀

志　賀

岩村田

中　込

三　分

平　塚

長土呂

常　田

田　口

田　口

常　和

中小田切

中　込

佐久平駅北

高　柳

志　賀

取出町

原

一之原

下小田切

安　原

横　根

岩村田

長上日

長土呂

瀬　戸

上小田切

岩村田

取出町

伴　野

根々井

根　岸

葉　山

今　井

前　山

田　口

三河田

根々井

鳴　瀬

本間徳恵

山浦次男

長野県佐久建設事務所

武田良博

佑)ピースランド

田中ゆみ

田辺茜

蒲原博子

佐久市

長野県佐久建設事務所

吾妻幸雄

中沢孝司・歩美

関本奈津子

星野博信

島沢幸司

小寺和伸・詩織

(株〉にじゅういちプラスワン

中島悦夫

加藤隆幸

中部電力㈱

佐久市

佐久市

佐久市

中澤孝則

佐久市

栗林茂雄

志賀下宿区

島谷茂樹

小林康幸・香奈

長野県佐久建設事務所

長野県佐久建設事務所

長野県佐久建設事務所

長野県佐久建設事務所

白井久雄

清野初江

㈱　田

中部電力㈱

長野県佐久建設事務所

長野県佐久建設事務所

佐久市

佐久市

長野県佐久建設事務所

工藤勝己

佐久市

石井隆史

長野国道事務所

柳澤祐一

中村　茂

大塚昌宏

阿部幸洋

墓地

擁壁

道路

個人住宅

店舗

個人住宅

個人住宅

個人住宅

道路

道路

個人住宅

個人住宅

個人住宅

個人住宅

個人住宅

個人住宅

宅地造成

集合住宅

個人住宅

電柱

下水道

道路

水路

個人住宅

駐車場

個人住宅

放送施設

個人住宅

個人住宅

道路

道路

道路

道路

個人住宅

個人住宅

宅地造成

電柱

道路

道路

前庭改修

排水路

用水路

個人住宅

水路

個人住宅

地質調査

個人住宅

個人住宅

個人住宅

個人住宅

300.00

40.00

200.00

259.63

874.53

417.59

69.95

162.57

2,775.00

739,00

337.75

328.73

305.88

330.66

348.50

975.87

993.00

950.00

471.59

2.20

237.50

202.00

46.00

219.39

2,630.53

799.29

1.00

642.00

241.66

12,727.00

1,191.00

1,423.00

1,131.00

189.23

186.43

22.83

4.40

1,319.00

550.00

648.00

310,00

25.00

168.96

2600.00

486.00

0.20

495.02

254.87

231.41

607.99

H24.5.1 1

H24.5.9

H24.5.10

H24.5.1

H24.10.16

H24.5.21 ・ 22

H24.9.21

H24.6.1

H24.10.16

H24.11.15

H24.7.3

H24.6.27

H24.6.12

H24.7.19

H24.7.23

H24.7.26

H24.7.6

H24.10.16 ・ 22

H24.8.2

H24.9.18

H24.11.6・ 12.18

H24.11.21

H25.1,8・9

H24.11.29

H24.10.2 ・ 3

H24.10.15

H24.9.27

H24.1 1.26

H24.10.30

H24.11.30

H24.12.20

H24.12.5

H24.12.17

H24.11.19

H24.12.21

H24.11.14

H24.12.20

H25.1.28

H25.2.1

H25.2.7

H25.2.21

H25.2.21

H25.2.21

H25.2.25

H25.2.26

H25.2.26

H25.3.12

H25.3.13

H25.3.15

H25.3.15
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(与)出土遺物保存処理・自然科学分析

●国補埋蔵文化財出土遺物保存処理

山の神古墳群第1号墳出土金属器　95点

●宮の前遺跡他出土金属器保存処理

宮の前遺跡他出土金属器　57点

の西近津遺跡Ⅲ ・ Ⅳ ・ V出土遺物自然化学分析

西近津遺跡Ⅲ・Ⅳ・V出土　骨類同定　62点

種実同定18点

中道遺跡Ⅲ出土遺物自然科学分析

中道遺跡Ⅲ出土　　骨類同定　1点

樹種同定　20点

種実同定　21点

和田上遺跡Ⅱ他出土遺物自然科学分析

和田上遺跡Ⅱ出土　骨類同定 3点

放射性炭素年代測定　2点

(6)刊行図書

第202集「中堰遺跡」

第203集「井戸尻遺跡・熊の堂遺跡」

第204集「野馬窪遺跡V」

第205集「中道遺跡Ⅲ」

第206集「和田上遺跡Ⅱ ・馬瀬口遺跡Ⅱ」

第207集「西地下追跡Ⅷ ・西近津遺跡Ⅸ」

第211集「上聖端遺跡Ⅱ」

第212集「市内遺跡発掘調査報告書2011」

佐久市文化財「年報21」

2　普及・公開

(1)第33回少年考古学教室

開催場所　長土呂「大豆田遺跡Ⅳ」

開催日　　平成24年8月2日(木)・3目(金)

参加者　　市「)河ヽ中学生　78名

内　　容　古代遺跡の発掘体験

10

33回　少年考古学教室

(2)講座

次頁に掲載した一覧表のように17回の講座を行

い、郷土の歴史文化の普及に努めました。

(3)出土遺物展示施設利用状況

●文化財課展示室

市内の遺跡から出土した、旧石器時代から近世ま

での出土品約200点を常設展示しています。

平日の午前8時30分から午後5時15分まで無料

で公開。平成24年度の見学者は171名でした。

●野沢開館ホール

市内の遺跡から出土した、縄文・弥生時代の出土品、

臼田トンネル産古型マンモス化石レプリカ、朱鷺剥

製を常設展示しました。

野沢会館ホールの展示



⑪

置「重

平成24年度　講座一覧表

平成24年5月16目(水)

平成24年5月22目(火)

平成24年5月30日(水)

平成24年6月5日(火)

平成24年6月8日(金)

平成24年8月29日(水)

平成24年9月11臼(火)

平成24年10月7日(目)

平成24年10月9日(日)

平成24年10月16目(火)

文化振興課

松民館浅間地区館
公民館申込地区館

准久税務署
一本樹医老人会

薫公民館臼田地区館

公民館浅間地区館
望月まちづくり研究会

公民館高齢者大学大学院

I公民館浅間地区館
平成24年10月29・30目(月・火)申込小学校

平成24年11月7日(水)

平成24年11月13日(火)

平成25年1月15目(火)

平成25年1月20日(日)

平成25年2月10日(日)

平成25年2月23日(士)

松民館臼田地区館
公民館高齢者大学大学院

准久市土知の森
志賀上宿公民館

富八幡区・佐久市教育委員会

東地区館

(4)貸出・撮影・掲載

市内遺跡出土の埋蔵文化財、

写真・フイルム・図面の貸出・

撮影・掲載は12件ありました。

佐久の出土遺物からみた人物像~古墳時代から平安時代　40名

萱佐久の歴史「浅間地区の地名の歴史」

稲荷山城

腔史講座I佐久の原始・古代を知ろう(旧石器一弥生)量
遺跡からみた一本柳の歴史

唐沢城と前山城のあゆみ　　　　　　　　　　蔓

平賀城

40名

26名

17名

21名

26名

25名

15名

原始の社会と暮らし(弥生時代を中心として)　　　　　20名

望月城　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　, 25名

臼田トンネル発見の象化石一100万年前のマンモスー　　　82名

内山城と平賀城

佐久の旧石器時代狩猟民

‡佐久のなりたち
笠原城攻防戦

陣幡神社について
臼蹄トンネル発見の象化石工00万年前の古型マンモス
・一佐久東壇区を遊動する旧石器狩猟民

の平成24年度　埋蔵文化財　貸出・撮影・掲載一覧表

佐久市内出土鋼鉄・北裏遺跡

出土石或・西一本柳遺跡出土

石実写真

西一本柳遺跡出土人面付土器

写真

北西久保遺跡出土埴輪6点及

び埴輪集合写真

天神中根遺跡出土石器及び天

神中根遺跡Ⅱ層上部の地形と

ブロックの写真

西方ケ十遺跡出土土器

臼田トンネル産古型マンモス

化石の写真

寄山遺跡出土縄文土器写真

涌谷B遺跡出土の縄文土偶

東一本柳古墳出土銑鉄実測図

3点他

大豆田遺跡Ⅳの調査状況写真

西一本柳遺跡出土人面付土器

写真カラーポジフィルム

日出トンネル産古型マンモス

化石3点

国学院大学

佐久考古学会

長野県立歴史館

岩宿博物館

津南町

大町山岳博物館

平凡社

(株)週刊上田新聞社

平林大樹

長野県埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財センター

長野県教育委員会

←西一本柳遺跡出土

人面付土器

北裏遺跡出土石曳→

東日本の弥生時代青銅器祭祀の研

究(雄中間)に掲載

佐久考古通信Nol lOに掲載

常設展示「シナノの埴輪」で展示

第54回企画展「人が動く、時代も

動く-東日本の細石器文化を追う」

で展示

秋期企画展「三十稲場式土器文化の

世界」で展示

企画展「大地はなぞだらけ-フォッ

サマグナ・北アルプスおいたちなぞ

-」に展示、解説書に掲載

小川恵博「縄文美術館」に掲載

撮影写真を「週刊うえだ」に掲載

「物質文化75」 -信濃における後期・

終末期古墳副葬族鎌の変遷-に掲載

「信州の遺跡」第2号に掲載

「掘ってわかった信州の歴史」への

掲載、企画展ポスター等作成

開票委員会定例会で

27名

19名

30名

32名

35名

21名

平成24年8月28ロ

ー平成25年4月10目

平成24年8月22日

~平成24年12月21日

平成24年9月8日

一平成24年11月11日

平成24年10月27日

一平成24年12月28口

平成25年1月25目

へ2月28日

平成25年3月14日
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3　調査概要

●経過と立地

平成21、 22、 23年度に引き続き、 7,600壷の調

査を実施した。本年度が現場調査の最終年度である

(平成24年11月5目を以て現場調査は終了した)。

最終的に当該地域が有力視される佐久郡衛(古代佐

久郡の郡役所)に関連する遺構は発見されなかった

が、平・丸の布目瓦片は今年度も少なからず出土し

た(軒瓦は出土していをい)。硯(円面硯)や多数の

墨書土器、緑紬陶器・奈良三彩といった高級な焼き

物の出土が認められる反面、役所的な墨書や遺物は

存在しないことから、調査範囲は寺院や荘園、ある

いは有力者の居住地であった可能性が高いものと思

われる。

尚、遺構・遺物ではないが注意すべき自然現象の

痕跡が、 4年に及ぶ調査で確認されている。佐久平

駅周辺・小海線岩村田駅周辺の発掘調査においても

指摘済みの事象であるが、それは古代における大規

12

槙を地震の痕跡である。時期的には、弥生時代後期(お

およそ3世紀代)、古墳時代後期(おおよそ6世紀代)

の遺構に認められた。今回の調査は、浅間火山軽石

流の堆積層(11,000年以上前)上面を便宜的に遺跡

確認面として調査を実施したが、この面を詳細に観

察すると、砂やシルト質土の細かをスジ状亀裂が無

数に確認でき、地震による液状化現象等が推測され

た。無論、これらの事象は考古学的見地からの指摘

であり、専門家の検証が必要であることはいうまで

もない。

●調査の概要

○遺構　竪穴住居址512軒、掘立柱建物址182棟、

周溝墓33基、土坑402基、溝址114条、

ピット4,922基、竪穴建物班5棟

(H21~H24年度　4年間の総数)

○遺物　縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、灰

紬陶器、緑紬陶器、奈良三彩、布目瓦、石器・

石製品、鉄器・鉄製品、銅製品、中世陶磁器、

骨(人・獣)
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●経過と立地

大豆田遺跡Ⅳが含まれる周防畑遺跡群は、佐久市

北部の長土呂地籍に所在し、北東から南西方向にの

びる台地上に南北約3血・幅400mにも及ぶ範囲を

有する大遺跡である。今回調査が行われた大豆田遺

跡Ⅳは、遺跡群の南部に位置し、北側よりのびる田

切台地が消滅し、低地へとつながる境界部分にあた

る。周辺の調査された遺跡としては、北側に接して

平成17.18年度に市道改良工事に先立ち大豆田遺跡

I ・ Ⅱ ・ Ⅲが調査され、動物が印刻された灰油陶器

小瓶や「大井」と刻書された土器等が出土し注目さ

れた。また、両側の中部横断自動車道や北側の区画

整距事業によって弥生時代から中世にわたる遺構・

遺物が数多く検出されている。

今回、佐久市教育委員会により遺跡群内に岩村田

地区北部新小学校建設が予定された。計画を受け文

化財保護法94条が通知され、文化財課において試

掘調査が行われた。結果、予定地全体に弥生時代と

奈良・平安時代を中心とする遺構・遺物が検出された。

試掘調査の結果を受け、保護協議がなされ、破壊が

余儀なくなる部分については記録保存を目的とする

発掘調査をすることとなった。

●調査の概要

今回の調査では、縄文時代の落し穴、弥生時代及

び奈良・平安時代の竪穴住居址や掘立柱建物址、中

世と考えられる井戸址や溝址が検出された。また、

弥生後期の箱清水式土器片が大量に出土する範囲が

10か所確認され、内1か所からは毒や鉢を主体と

する土器が完形のまま破棄された状態を示す箇所も

あった。出土遺物としては、弥生土器が集中して出

土した場所より、葬翠の勾玉やガラス小玉、管玉等

が出土した。また、溝址からは古代の瓦である「軒

丸瓦」が出土し、古代瓦の出土が少ない佐久地域に

あって希少な出土例となった。

本遺跡はその遺構の検出状況から、北側台地上か

ら続く集落域と、南側に広がる沖積低地での生産域

の境界線付近に当たると考えられ、弥生時代や奈良・

平安時代においては北東方向から南西方向に検出さ

れた溝状遺構がそれにあたると考えられる。

○遺構　竪穴住居址30軒(弥生後期・古墳後期・

奈良・平安)、掘立柱建物址31棟、土坑143基(縄

文落し穴・弥生壷棺墓・中世井戸址)、溝状遺構

86本、土器集中区10ヶ所

○遺物　縄文土器(中期)、弥生土器(後期・箱清水

式)、土師器、須恵器、青磁、瀬戸・美濃、石器(打

製石斧・石錬・磨石)、砥石、つき臼、鉄製品(釘・

鉄錬)古銭(開元通宝・寛永通宝)、勾玉　管玉、

ガラス小玉、木製品(井戸枠・曲げ物・折敷き)、獣

骨

13

調査風景
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大豆閏遺跡lV遠景(西より)

密集する掘立柱建物

1与



屋ク局文彩衝撃霧乞芝,

●経過と立地

野馬窪遺跡群は湯川佐岸の段丘上に展開する古墳

時代から中世に至る複合遺跡である。開発地域は南

に向かって緩やかな傾斜を示す台地に位置し、一部

地域は造成が行われ、グランド等として使用されて

いる。標高は700へ704mを測る。周辺の発掘調

査例は、平成20年に開発地域南西の隣接地で造成

工事に伴う野馬窪遺跡Ⅱ ・皿の調査が行われ中世の

館跡が、平成23年には開発地北側の隣接地で移動

通信用無線基地局建設に伴う野馬窪遺跡Vの調査が

行われ、平安時代の住居址2軒などが発見されてい

る。また、西側の段丘端部付近付近で行われた試掘

調査では、多数の住居址が発見されている。

今回、創鎌の森整備事業に伴い、平成24年7月

に遺構の有無を確認するため試掘調査を実施した結

果、住居址等が発見されたことから、発掘調査を実

施する運びとなった。今年度は、協議により、周辺

地域の道路改良に伴う拡幅部のうち、遺跡が確認さ

れた3地区の調査を行った。

●調査の概要

○遺構I区　竪穴住居址5軒(古墳~平安)、土坑、

ピット

Ⅱ区　竪穴住居地1軒(平安)、ピット

Ⅲ区　竪穴住居地1軒(平安)、ピット

○遺物　弥生土器、土師器、須恵器、灰紬陶器、石器・

石製品、鉄製品
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野馬窪遺跡Vi全景(南から)

日7号住居址全景(南から)



④

野鳥窪遺跡∨全体図
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●経過と立地

中金井遺跡群は佐久市北端に位置し、佐久地域特

有の、浅間山麓から放射状に延びる浸食谷である田

切りに挟まれた、南北方向に細長い台地上に展開す

る縄文時代から中世に至る複合遺跡である。開発地

域は遺跡群の台地西端に接した21,000n子を超える範

囲で、調査対象地となる下金井遺跡はこの中央付近

に位置する。標高は749 m内外を測る。

今回、株式会社大建による宅地造成工事が行われ

ることとなり、平成23年度に試掘調査を実施した。

その結果、地表下0.2へ1 mで竪穴住居址等の遺構

が発見された。開発主体者側と協議を重ね、道路部

分及び確認面が浅い地域で発見された遺構について、

記録保存を目的とした発掘調査を佐久市教育委員会

下金井遺跡全景(西から)

が実施する運びとなった。

●調査の概要

○遺構　竪穴住居址5軒(古墳時代)、掘立柱建物址

1棟、土坑3基、溝址2条、ピット30基

○遺物　土師器、須恵器、縄文土器、石器・石製品

下金井遺跡全体図

18



⑪

●経過と立地

宮の上遺跡群宮の上遺跡は、佐久市横和に所在す

る縄文時代から平安時代までの複合遺跡である。北

側の湯川と南側の千曲川・滑津川に挟まれた東西に

長い台地上に位置し、標高679m内外を測る。

今回、遺跡内において株式会社シナノによる社屋新

築工事が計画されたため、遺構の確認を目的とした

試掘調査を平成24年11月5目に実施した。その

結果、平安時代の竪穴住居址2軒が検出された。保

護協議の結果、遺跡の保存が不可能を部分について

記録保存を目的とする発掘調査を行うこととなった。

宮の上遺跡∨全景

宮の上遺跡V H「号住居址完掘

宮の上遺跡V位置図(1

宮の上遺跡∨全体図

●調査の概要

○遺構　竪穴住居址2軒(平安時代)、ピット1基

○遺物　土師器(杯・椀・襲・鉢)、須恵器(杯・蛮)、

灰紬陶器(椀・皿)、石製品(擦り石・敲き

石)、鉄製品(釘・金具)

宮の上遺跡V H2号住居址完掘

19
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●経過と立地

周防畑遺跡龍は佐久市北部に位置し、佐久地域特

有の浅間山麓から放射状に延びる浸食谷に挟まれた

田切り地形の南北に細長い台地上に展開する縄文時

代から中世に至る複合遺跡である。開発地域は遺

跡群南の南西方向に傾斜する台地上に位置し、標高

709m内外を測る。周辺は、以前から遺跡の密集す

る地域として周知されており、近年では中部横断道

建設、区画整理、学校建設といった事業に伴う大規

模な発掘調査によって弥生時代から平安時代を中心

とする多くの遺構・遺物が発見されている。

今回、角田毅による宅地造成工事が行われること

となり、平成25年1月に進入道路部分の試掘調査

を実施した。その結果、竪穴住居址・土坑等の遺構

が発見され、進入路部分の発掘調査を佐久市教育委

員会が実施する運びとなった。なお、宅地部分は盛

道営遺跡位置図(1 : 50,000)

通常遺跡=全景(東から)

土により、遺跡の破壊は免れるため調査対象外となっ

た。

●調査の概要

○遺構　竪穴住居址「軒(古墳時代)、竪穴建物址8

棟(中世)、土坑16基(中・近世)、ピッ

ト

○遺物　弥生土器、土師器、須恵器、石器・石製品、

古銭、布目瓦(平瓦・丸瓦)、鉄製品(角釘)
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通常遺跡目全体図
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●経過と立地

常田居屋敷遺跡群上大豆塚遺跡は、佐久市長土呂

字上大豆塚に所在する弥生時代後期の集落遺跡であ

る。浅間山南麓に展開する間切り地形の台地上に位

置し、標高697m内外を測る。南側は西近津遺跡群

に接し、東側には周防畑遺跡群が存在する。ともに

弥生時代から中世の複合遺跡であり、過去の発掘調

査において重要な発見がなされている。本遺跡群を
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上大豆塚遺跡全体図

含めた当該地域一帯は、佐久地域において歴史的重

要性を有する地域といえる。

今回、遺跡内において有限会社田園不動産による

宅地造成工事が計画されたため、遺構の確認を目的

とした試掘調査を平成25年2月19目一21目に実

施した。その結果、弥生時代の竪穴住居址2軒等が

検出された。保護協議の結果、遺跡の保存が不可能

な部分について記録保存を目的とする発掘調査を行

うこととなった。

●調査の概要

○遺構　竪穴住居址2軒(弥生時代後期)、土坑2基

(弥生時代後期)、ピット5基、溝1条

○遺物　弥生土器、石器、金属器

上大豆塚遺跡全景
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4　網査報告

●経過と立地

深堀遺跡群は佐久市大字瀬戸に所在し、湯川と滑

津l旧こより区画された中込原台地の滑津月惰り先端

部分に位置する。東方は志賀川、西方は安原用水井

尻下に発達し、滑津月ほで延びる田切り谷により区

画される。また、この台地は浅間火山の軽石流堆積

層の最南端部分でもある。標高は670へ690mを

測り、沖積地からの比高差は約10mである。

今回、遺跡鞘の両端部において株式会社エヌ・ティ・

ティ・ドコモによる無線基地局建

設が計画されたため、記録保存を

清址全景

22
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目的とした発掘調査を実施した。

なお、調査は開発主体者が重機・作業員・測量作

業等を負担し行われた。

●調査の概要

調査区を南北方向に走る溝址1条が検出された。

長さ11.5m、幅65-80cm、深さ20-25cmの規

模であり、南側の谷方向に向かいわずかに傾斜して

いた。遺物は検出されなかった。この潜航は深堀遺

跡Ⅱ・Ⅲ・Vで調査されたM62・63と同一のもの

である。

3与16

深堀遺跡VIi全体図



⑪
う　資料紹介

本資料は現佐久市立泉小学校資料室に保管されて

いたもので、元々は前山小学校(昭和42年3月閉校)

に保管されていた。

土鍋は大字前山の蓼科山麓中、伴野氏の墓より発

見されたと伝えられている。前山に所在する貞群寺

の西方500mの蓼科山麓中には「伴野貞群」の墓が

あり、伴野氏の墓とは「伴野貞群」の墓を指す可能

性が高い。

伴野貞群は15世紀末から16世紀前半に活躍した

佐久武士の一人で前山城主として知られている。貞

群寺は大永元年(1521)にこの貞群により開創され

ている。

土鍋は欠損しているもののほぼ全容が把握でき推

定口径32.6cm.底部径26.2cm.器高18.4cmを測る。

内耳部分は接合面が確認されなかったが同一個体と

判断して実測した。本資料の特徴は外面2か所に墨

土鍋出土推定位置図(1 : 50,000)

書がされていることである。墨書はそれぞれ「永悟」

と「賞山」 ?と判読できる。ただ、この墨書が出土

時から土鍋に書かれていたものか、保管の過程で注

記されたものか確証を得ない。しかし、土器の表面

観察では墨書にも土が一部被っているように見え、

当初よりの墨書と考えられる。

本資料は形態の特徴から15世紀後半から16世紀

前半に比定されると考えられるが、管見によれば土

鍋にこのように墨書された例は佐久地域で初例と

考える。
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圏囲圏囲開園

山の神古墳鞘は佐久市協和に所在し、八丁地月田

流域の河岸段丘上に立地する。現在、墳丘や石室が

残る古墳は3基である。この内、 3号墳と4号損は

平成元年に道路拡幅工事に伴い発掘調査が行われ、

いずれも横穴式石室を主体部とする古墳と確認され

ている。特に3号墳の石室は残存状態が良好で、報

文によると半地下式の構造を持つ玄室長さ5 mの無

袖型横穴式石室で、追葬が確認できるとある。出土

遺物も豊富で装身具の勾玉・耳環、武器・武具の直

刀や鍔・鉄鎌、馬具として轡や雲珠・辻金具等があ

る。中でも特筆すべきは1点だけだが嵩の一部が出

土している。 4号墳の出土遺物も同様の内容であり、

而古墳が近似した築造時期であることが考えられる。

報文では両古墳の築造時期に言及していないが、 3

号墳の銑鉄は形態より6世紀代の範疇で捉えられて

いる。

今回、資料報告を行う1号墳は昭和36年に畑地

造成により遺物が出土し、出土遺物は旧協和小学校

郷土資料室に長らく保管されていた。これらの資料

を昭和45年、 (故)土屋長久氏が実測・報告され、

広く知られるところとなった(註1)。

報告遺物は129点に及び、直刀19、小刀子2、

刀装具10、馬具4、鉄鎌53、勾玉7、管玉1、切子

玉2、丸玉9、金環13、銀環1、金鈴2、埴輪片6

となっている。　また、墳丘についても当時の状況

を地元の人々から聞き取り調査を行い、以下のよう

にまとめている。

(1)墳丘は径3m、高さ1mのきわめて小古墳で

ある。

(2)石室の構築のみられない古墳である。

(3)副葬された直刀、鉄鎌の一部に粘土が付着して

いる。

(4)主休部には、小礫が一面にしかれていた。

(5)墳丘より、円筒埴輪、人物埴輪の破片が検出さ

れている。

報文中では以上のようにまとめ、 「本墳を粘土郭内

蔵の古墳とするかはさておき、ともかく径3mの小

規模な円墳であったことはたしかである。」と述べ、

「副葬品の上から吹上山の神古墳は、佐久平では最も

24

山の神古墳群第1号墳位置図(1 : 50,000)

一般的な古墳であり(中略)信濃においては終末期

に近い古墳であることが判明できた」と結んでいる。

今回、報告する資料は、望月歴史民俗資料館の収

蔵庫より新たに発見された埴輪片他である。これら

の埴輪片の中に混じって土屋氏が報告した埴輪片も

含まれ、新たに接合関係が確認できる資料も存在し

たことから、山の神古墳群1号境の出土資料と判断

し、新たに再実測を行い報告するものである。

報告資料は27点で、内23点が埴輪片である。 1

~6は人物埴輪の部位と考えられる。 1は刀を個用

した人物埴輪の腰の部分と考えられる。刀の部分は

土屋氏報告の第7図5にあたる。一部に赤彩が認め

られる。 2は人物埴輪の刀部分で、土屋氏報告の第

7図6にあたる。基部からの剥離痕があり、赤彩が

行われている。 3と4は人物埴輪の腕の部分でいず

れも一部に赤彩が認められる。これらも土屋氏報告

の第7図3.4にあたる。 5と6は人物埴輪の顔の部

分と考えられる。 5は耳の部分か。 8は家形埴輪の

鰹木と考えられるが確証を得ない。 7と9は形象埴

輪の基部と考えられる。 9は土屋氏報告の第7図1

と2にあたると考えられるが、高さや透かし孔の位

置が報告のものとは異なる。 10へ19は円筒埴輪片

である。 10.11は□縁部の破片で、いずれも口唇部

は「コ」字状に面取りが行われている。また、 11は

外面がへら状工具による縦方向のナデが行われてい

る。 12~ 19は胴部の破片で、外面はいずれも縦方

向の刷毛目のナデ、内面は輪積み痕が明瞭に確認で

きる。タガの形状はいずれも断面「コ」の字状を呈



するが、 15や17は、三角形に近い形状まで低くなっ

ている。 20は特徴から形象埴輪の一部と考えられる。

21へ23は円筒埴輪の基底部である。 24は須恵器

聾の胴部破片、 25は土師器壷で外面に赤彩がある。

26は土製支脚と考えられるが、一部に黒色処理が施

され高坪の脚部分の可能性もある。 27は打製石斧で

ある。

今回の報告は、埴輪の出土が少ない佐久地方にお

いて希少な資料の追加である。山の神古墳の埴輪は、

主体部や埴輪の存在で共通性が指摘できる北西の久

保17号墳の埴輪とも内面成形では手法が異なり、

今後は佐久地域の埴輪資料の比較も検討課題である。

なお、 1号墳出土の遺物でこの他に刀装具の鍔2

点から銀象散が発見されている。 19本の直刀を有す

る等を考え合わせると、本古墳は古墳鞘中でも中心

出土遺物観察表

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

冒劃

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

人物・刀・基台部

人物・刀

人物・腕

人物・腕

人物・耳

人物・顔?

形象

形象・家?

形象・基底部

円筒・□縁

円筒・口緑

円筒・胴部

円筒・胴部

円筒・胴部

円筒・胴部

円筒・胴部

円筒・胴部

円筒・胴部

円筒・胴部

形象・基台部

円筒・底部

円筒・底部

円筒・底部

須恵器・蛮

土師器・壷

土製支脚?

打製石斧

6.2

7.6

6.1

7.7

5.1

5.1

4.9

輪積痕→ナデ

輪積痕→ナデ

輪積痕→ナデ

①
的な古墳と考えられる。主体部の構造が把握できな

いのが残念であるが、佐久地域の古墳文化を考察す

るにあたり、非常に重要な古墳の一つであることは

間違いない。

註1土屋長久「北佐久郡望月町吹上山の神古墳について」

『信濃』第22巻第12号1970

輪積痕→ナデ・ハケメ

ヨコハケメ

輸積痕→指ナデ

輪積痕→ナデ

ナデ

輪積痕→タテ指ナデ

輪積痕→ナデ

輪積痕→指ナデ→ヨコハケメ

輸積痕→指ナデ

輪積痕→指ナデ

輸積痕-→指ナデ?

輸積痕→ナデ

輸積痕→ナデ

輪積痕→ナデ

あて具痕→ナデ

ミガキ

ナデ

両側面に敲打痕

刀部・ナデ→赤彩基台部→タテハケ→突帯貼付→赤彩

ナデ・ハケメ→赤彩

ナデ→赤彩右腕

ナデ→赤彩　右腕

ナデ→穿孔→耳貼付

ナデ→穿孔→耳貼付

ハケメ→ヨコナデ・穿孔

ハケメ→赤彩

ハケメ→突帯貼付・透かし孔穿孔

□縁上部ヨコナデ→タテハケメ→ナデ

ロ緑上部ヨコナデ→タテハケメ

タテハケメ・ヨコナデ

タテパケメ→突帯貼付

タテハケメ→突帯貼付

タテハケメ→突帯貼付→赤彩

タテハケメー÷突帯貼付

タテハケメ→突帯貼付

タテハケメ→突帯貼付・透孔穿孔

タテハケメ→突帯貼付・透孔穿孔

タテハケメ→突帯貼付? ・赤彩

胴部・タテハケメ　　底部・ナデ

胴部・タテハケメ　　底部・ハケメ　ナデ

胴部・タテハケメ　　底部・ハケメ　ナデ

タタキメ

ミガキ→赤彩

ナデ　黒色処理?

2与
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山の神古墳群1号墳出土埴輪(2)
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山の神古墳群　第1号墳埴輪・出土遺物(1)
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①
山の神古墳鞘　第1号墳埴輪・出土遺物(2)

≡三野竃邁

重囲圃

∴三∴ ∴∴

圏閣

長土呂字渋右工門地籍は周防畑遺跡群内にあり、

以前から「布目瓦」が出土することが知られている。

これらの「布目瓦」は古代寺院に由来するものと考

えられてきた。すなわち、 「三代実録」に記載される

「貞観八年(866)二月二日、信濃国伊那郡寂光寺・

筑摩郡錦織寺、更級郡安養寺、埴科郡屋代寺・佐久

郡妙楽寺の五ケ寺が定額寺になった。」の妙楽寺であ

る。定額寺とは「もともと皇族・貴族・豪族・僧侶

など本願の主が、私に建てた寺院・道場を国家が公

認し、これに相当の保護を加えた寺院」 (国史大事典)

であり、「三代実録」に記載される妙楽寺についても、

上記長土呂説の他に、現存する塚原の妙楽寺が中世

に再興されたものであることから、隣接する落合地

籍の台上や、南方の狐塚近くの「中御堂」地籍、内

山地区の地字「明楽寺」説などもある。長土呂渋右

エ門の古代寺院が定額寺の妙楽寺であるのか否かは

別としても、佐久地方で現在確認されている、古代

の瓦葺き建物は、他には望月天神反の茂田井廃寺が

知られるだけである。

第1図に紹介する資料は、長土呂在住の東城公人

氏が平成23年5 ・ 6月に渋右工門1078の畑で採集

したものであり、大半を占めるのは所謂「布目瓦」で、

平瓦にはこの付近の既出資料と同様に特徴的な格子

叩目が認められる。一方、丸瓦の表面は無文で、内

面に布目が認められる。軒瓦と思われるものは17・

22の2点であり、 17は瓦当の外縁部分の破片と思

われ、腕気ながら、鋸歯文のようなものが認められ

るが定かではない。 22は瓦当に接合する丸瓦の先端

部分と思われる、端面には接合強度を増すためにへ

ラによる刻み目が施される。軒平瓦と思われる破片

は存在しない。

これらの26点に及ぶ瓦片は、長土呂渋右工門

1078の畑地の南西角の限られた場所で採集された。

繰り返しになるが、付近は古代寺院の推定地である。

29
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第4図　妙楽寺推定範囲

蛇足であるが、現千田錦酒造の敷地内も推定妙楽

寺の有力地のひとつであったが、敷地内の南西部分

や束半を占めるグランド部分について開発行為に伴

う発掘調査が行われた結果、寺院址は存在しないこ

とが判明している。 (今回資料化したもの以外に、東

城氏採集資料には土師器片-15点、須恵器片8点、

弥生土器片3点が存在するが、細片であるため、資

料化しなかった。)

第2・3図に示したのは、昭和46年に長野県教育

委員会が行った埋蔵文化財包蔵地分布調査の際に収

集された資料である。同調査の報告書に9点、長野

県史考古資料編に丸瓦1点と平瓦2点が掲載されて

いるが、それ以外は未公開の資料と思われる。 (今

回資料化したもの以外に、 88点の破片が存在する。)

昭和46年3月16・ 17日の日付と出土場所が赤字

で注記されており、報告書の記載から、吉田工業と

注記されているものは、吉田工業の敷地造成中に出

土したものであることが分る。位置的には東城氏の

採集場所のすぐ近くである。

資料中に軒瓦は認められず、平瓦と丸瓦だけであ

り、有段や玉縁は認められない。東城氏の採集資料

を含めた既出資料と異なる点は、平行叩目の平瓦片

が2点含まれていることである(同一個体の可能性

が高い)。青灰色の色調を呈し、凸面には透明で光沢

30

のある自然粕が薄く付着している。想像を達しくす

れば、ここに存在した古代寺院は複数の建物で構成

されており、建物毎に異なる瓦が使われていた?、

あるいは平行叩目の瓦は軒瓦である?、更には修繕

用の瓦である?等、様々を推測を想起させる。

大半の平瓦に特徴的な格子叩目について、下の写

真に示したような模型を実物の瓦から型取りして作

成した。当然のことながら、この格子目は叩き板に

刻まれた格子が転写されたものであることが確認で

きた。格子を描く溝は断面「V」字を呈しており、

鋭い刃物で相対に斜角の切り込みを入れ作り出され

ている。この溝を板に縦横等間隔に入れた叩き板に

より、格子目文は生み出されている。

格子叩目の平瓦の形状、特にその厚みについては、

既出資料の大半が少破片であったため、当初筆者は

2種類の厚さのものが存在すると考えていたが、そ
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第1図　東城公人氏表採資料
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囲囲囲整図

第2図　昭和46年長野県教育委員会表採資料(1)
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第3図　昭和46年長野県教育委員会表採資料(2)
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昭和46年長野県教育委員会表採資料写真(「)
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昭和46年長野県教育委員会表採資料写真(2)
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東城氏表際資料観察表

昭和46年長野県教育委員会表採資料(1)

器而剥落

器面剥落

格子叩目

格子叩目

格子叩目

格子叩目

格子叩目

格子叩目
へラケズリ

へラミガキ・黒色処理

ロクロナデ

ロタロナデ

当具痕

ナデ

格子叩目

格子叩自

格子叩日

格子叩目

格子叩目

格子叩自

格子叩目

格子叩目

格子叩目

格子叩目

格子叩目

ロタロナデ

底部回転へラケズlノ
ヘラケズリ

カキ目

平行叩目

布目

ナデ
ナデ

ナデ
瓦当との接合部分に刻目

ナデ

ナデ
ナデ
ナデ
ナデ
ナデ

ナデ
ナデ
ナデ

回転実測

回転実測

回転実測

破片実測

破片実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測・ S46県教委報告書掲載

完全実測・ S46県教委報告書掲載

完全実測

完全実測

完全実測・ S46県教委報告書掲載
完全実測・ S46県教委報告書掲載・県史掲載

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測
完全実測・ S46県教委報告雷掲載・県史掲載

渋石工門

渋石工門

千田鏑

吉田工業

吉田工業

吉田工業

吉田工業

吉田工業

吉田工業

千曲錦
吉田工業

東近津

吉田工業

吉田工業

吉田工業

吉田工業

南近津

千田鋸
南近津
渋右工門

吉田工業

渋石工門

吉田工業

瓦
瓦
瓦
瓦
瓦
瓦
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瓦
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昭和46年長野県教育委員会表採資料(2)

27

28

29

30

31

32

33

34

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

うではなく、この瓦は、周囲から中心に向かい厚み

を増す形態であり、周縁部と中心では2倍以上の差

があるものも存在することが今回の資料から分った。

このような形態の特徴から憶測すれば、軒平瓦が全

く出土しないのは、平瓦を複数枚重ね軒平瓦の代用

とする方法も現実味を帯びてくる。

瓦の年代については、かって宇賀神誠司氏により

報告された「川原寺式」の軒丸瓦と同様のものが中

部横断道建設に伴う県埋文センターの調査や、佐久

市教育委員会の「大豆田遺跡Ⅳ」の調査で出土して

おり、この瓦を基準とすれば7世紀末以降となる。

筆者は「聖原遺跡　第5分冊」の報文等において、

この地を妙楽寺と捉えることに消極的な立場をとっ

てきた。しかし、 3年間隣接する南近津遺跡や宮の

前遺跡、若宮遺跡等の大規模調査に携わり、少なか

38

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測

完全実測・ S46県教委報告書掲載

完全実測・ S46県教委報告書掲載

完全実測・ S46県教委報告書掲載

吉田工業

渋右工門

樫山工業

樫山工業

吉田工業

吉田工業

東近津

吉田工業

若宮
吉田工業

面畑

らぬ布目瓦を自ら発掘し、更に今回の既出資料を知

るにおよび、現時点ではこの場所以外に「妙薬寺」

は存在しないという考えに至った。この場所とは第

4図に示した範囲である。

妙楽寺所在地をこのように考えた場合、近津神社

とその杜が存在する広大な神社地や長土呂館跡を「佐

久郡衛」の候補地のひとつとして考えていく必要も

あるのではないだろうか?

美東城公人氏採集資料は平成24年度に、本人から佐久市教育

委員会に寄贈されたものであり、今回の資料報告は資料の周

知と台帳作成を兼ねて行ったものである。また、長野県教育

委員会が昭和46年に行った分布調査資料は、これまでその

-部分が公表されてはいるが、全容は未公表であった。極め

て貴重な資料であるため、今回東城氏の資料とあわせて資料

化を行ったものである。
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